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　ここ数年夏から秋にかけ

て、京都市内では台風や集

中豪雨による災害が多発し

ています。

　自助、共助、公助の精神

を心掛け、互いに協力し合

いながら災害に強いまちづ

くりを進めてまいりましょう。
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　このたび、家庭でできる災害への備えと地域で助

け合う避難所生活についてまとめたリーフレットを

作成しました。

　区内の全世帯に配布しますので、災害時に慌てず

安全を確保できるよう、ぜひご活用ください。

イツモの備え
① 家具の下敷きにならないよう転倒防止対策をしま

しょう。

② 災害時の家族の連絡ルールを決めておきまし

ょう。

③食料・水は７日分備えておきましょう。

④非常持ち出し品をチェックしておきましょう。

モシモの心得
① 身の回りを確認し、発災から30分を目標に地域の

集合場所へ避難しましょう。

② 避難所ではルールを守って、運営に協力しま

しょう。

もし大きな災害が起こったら？
災害はいつ、どこで起こるかわかりません。大きな災害が発生したとき、行政による救助や支援（公助）には限界があります。災害時に頼りになるのは、ひとりひとりの備え（自助）と、地域での助け合い（共助）です。
もしもの時に備えて、日ごろから備えておくこと。それは、家庭での備えだけでなく、町の防災訓練や地域コミュニティ活動に参加することでもあります。
災害時、あわてず冷静に行動するために、できることからはじめましょう。

災害への備え、できていますか？ 家具の下敷きにならないよう転倒防止対策をしていますか？ 防災グッズ、水・食料、トイレなど、家族分の用意はできていますか？ 家族や大切な人と話し合い、災害時の連絡方法を決めていますか？ 災害時の避難方法や避難所生活のルールを知っていますか？ 地域の防災訓練や地域コミュニティ活動に積極的に参加しましょう。

イツモの備え 　家具の転倒防止対策

チェック

イツモの備え と モシモの心得「家庭でできる災害への備え」 と 「地域で助け合う避難所生活」

保存版

　平成26年度末までに、区内全ての学区で、避難所運営マニュアルが策定されました。

いのちと暮らしを守る視点を共有し、地域の力で困難を乗り越えていきましょう。

問合せ　区地域力推進室（☎702－1021）

 リュックサック
重さは自分の体力に合
わせて。一度は確認を。
男性15㎏・女性10㎏が目安。

チェック

 常備薬
処方箋も一緒に。各自
必要なものを忘れずに。
メガネ・入れ歯・粉ミルクなど。

チェック

 ヘッドライト
夜も両手で作業できるこ
とが重要。家族分を。
室内用にはランタンを用意。

チェック

 口腔ケア用ウエットティッシュ｜口の中やお皿をキレイに。

 ポリ袋（小・中・大）｜応急手当や調理、水の運搬などに。

 新聞紙｜避難所での防寒対策や紙食器として。

 エマージェンシーブランケット｜薄くて便利な防寒・防水シート

 非常用簡易トイレ｜被災地でのトイレ問題は切実。

 タオル・ハンカチ｜マスク、包帯など多用途に活用可。
チェック

 レインコート｜雨だけでなく、防寒、防塵に。

 作業用革手袋｜被災地でケガをしないための必需品。

 携帯ラジオ｜被災地の情報収集に。電池も忘れずに。

 充電器｜携帯・スマホの充電に。乾電池式がオススメ。

 飲料水｜最低限の確保を。持ち出す量は体力に応じて。

 非常食｜腹もちよく、そのまま食べられるものを。

イツモの備え 非常持ち出し品おすすめグッズ

イツモの備えとモシモの心得
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左京区シンボルマーク

検索京都いつでもコール●パソコン、携帯電話で
※電話・FAXのお掛け間違いにご注意ください。

左京旬の朝市
７月10日㈮ 開催

区内産の新鮮野菜を販売ーーーーーーーーーーー 時　間　10：00～（売切れ次第終了）
場　所　区役所１階正面入口付近
問合せ　区地域力推進室
　　　　（☎702－1021）


